
沖縄県
令和6年度 若年妊産婦支援促進事業

zeroplace合同会社
代表社員/助産師 島袋 綾香
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• 当事者アンケート
• 当事者ヒアリング
• 想定支援者アンケート

現状調査報告

転載厳禁



当事者アンケート報告
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対象者と実施方法
アンケート名：若いママの“今”を調査するアンケート
調査期間：2024年7月1日～10月20日
対象者：10代で妊娠・出産を経験した方
収集方法：県内全保育園、子育て支援センター、若年妊

産婦の居場所に郵送にてチラシ・カードを
配布し、掲載を依頼した(約1200部)

有効回答数：32件(回答92件のうち)
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N=32
(人)

N=32
(人)

図１ 図2

10代
4

20～24歳
13

25～29歳
9

30代
4

40代
2

現在の年齢

15歳
1

16歳
8

17歳
3

18歳
8

19歳
12

第一子妊娠年齢
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居住地域 妊娠発覚時年齢
15歳 16～17歳 18～19歳

北部 0 1 2
中部 0 4 7

那覇/南部 0 6 10
離島 1 0 1

居住地域別第一子妊娠発覚時年齢

N=32
(人)

那覇/南部
16中部

11

北部
3

離島
2

居住地域

図3

表a

N=32
(人)



はい(同居し
ている)
19
60%

はい(同居していない)
2
6%

いいえ
11
34%

現在のパートナーの有無
N=32
(人)
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図4

正社員
12
57%

アルバイト・パート
3
14%

自営業
3
14%

契約社員
2
10%

求職中
1
5%

パートナーの就業状況
N=21
(人)
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子ども、パー
トナー
16
50%

子どものみ
7
22%

子ども、パート
ナー以外の家族

6
19%

子ども、パートナー、その他家族
3
9%
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現在仕事はしていますか
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アルバイ
ト・パート
13正社員
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求人誌が最多で昨年と同様。
次いで家族や友人などの知人からの紹介。

5万円以下
12%

5~9万円
24%

10~14万円
48%

15~19万円
16%
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N=25

図10

図9

求人情報誌
9
36%

家族や親戚の紹介
5
20%

友達の紹介
4
16%

学校の紹介
3
12%

ハローワーク
2
8%

知人の紹介
1
4%
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5万円以下
2%
5~9万円
11%

10~14万円
38%

15~19万円
31%

20~24万円
11%

25万円以上
7%
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若年妊産婦とその他
の妊産婦では、月の
手取り収入が15万円
以上で大きな差が出
てくることがわかる。



図10とクロス分析をした結果、「自分の給
与」の中で、手取りが14万円以下かつパー
トナーの収入がない(またはパートナーがい
ない)方が6人おり、経済状況が厳しいこと
が推察される。

1010

「引っ越し」が最多。図11とクロス分析をした結果、
うち半数はパートナーがおらず、収入源が自身の収入や手
当のみのため、引っ越しの際の多額の出費が痛手となるこ
とがわかる。
また、図6とクロス分析をした結果、パートナー以外の家
族と同居している方の44％が「引っ越し」を諦めており、
生活の自立が困難な状況が伺える。ついで「資格取得」、
「進学」と続いている。
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中学卒業
11
35%

高校卒業
18
56%

専門学校卒業
1
3%

短大卒業
2
6%
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通信で資格を取りたい

特にない

専門学校で資格を取りたい

自動車運転免許の取得

高校卒業資格が欲しい

大学に復学したい

大学に進学したい
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図16

図14より、最終学歴は「中学卒業」と
「高校卒業」で9割を占めている。
また、学びについては資格取得が最多で
あり、大学進学を選択した方がいないこ
とから、当事者たちはすぐに就労に繋が
る学びを求めていると考えられる。
一方で、*厚労省のデータより、高校卒業
女性と大学卒業女性の賃金を比較すると、
25～29歳で年間45万円
30～34歳では年間62万円
の差があり、男性よりも学歴による賃金
差が大きい。また、歳を重ねるごとに差
が開いていくため、長期的な収入を考え
ると、学びを深めることの大切さを本人
たちへ伝えていくことやその環境調整が
重要である。
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「知らない」の年代別内訳

・20代前半…44.4%
・20代後半…38.9%
・30代以降…16.7%

「知らない」の地域別内訳

・居場所がある地域…38.9％
・居場所がない地域…61.1%
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図17 10代の回答者は「知らない」が0人
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当事者ヒアリング報告
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対象者と実施方法
調査期間：2024年6月28日～10月27日
対象者：10代で妊娠・出産を経験した方
実施方法：対面、オンライン
実施数：25件(個別20名、集団5名)



N=25
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属性
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属性

15歳
2

16歳
4

17歳
7

18歳
8

19歳
4

妊娠発覚時の年齢

図20

表c



家族関係

18人中9人は
本人含む兄妹が4人以上
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母親が精神疾患
兄妹が多くて自分だけ祖父母
宅で育てられた

家族関係について話してくれたのは25人中18人
聞けなかった7人の理由
・集団でのヒアリングだった
・あまり話そうとしなかった
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・子どもが生まれてからのギャップは特にない。弟と妹が小さ
くて一緒に育児してたから。
・もともと甥の面倒も見ていた。親戚の家に泊まりに行ったと
きに親が夜いないから自分たちがみていた。
・祖母の自宅で従姉妹などと大家族で育った。祖母がいないと
きは従姉妹の子どもにミルクあげたりしていた。



妊娠前の生活環境が複雑なケース
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父親は酒飲みで飲むと怒鳴ったり、
物投げたりして母親が泣いてる中
で子どもは隠れていることが多
かった。兄も暴力をふるうことも
あって怖かった。

母親の実家に住んでたけど、叔父
がめんどくさくて出ていけって
言って。揉めたからパートナーの
家に住んでた時期もある。

母親は17歳で自分を出産しシングル。パートナーのところに行ったま
ま、家に帰ってこなくなったので、13歳ぐらいまでは叔母が育ててく
れたようなもの。 母親と一緒に住み始めてもあまり家に帰ってこない
(パートナーのところに行く)ので、夜は自分もしょっちゅう遊びに行っ
ていた。

父親が再婚後、継母から自分だ
け虐待を受けていた。家出をし
て捜索願を出されたこともある。
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両親ともに中卒。小さい頃は親が
借金抱えていた。母親は精神疾患
があり入退院を繰り返している。
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妊娠発覚時
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おろすつもりはなかった

悩んで産むことに決めた

おろせない時期にわかった

望んで妊娠した

妊娠がわかったとき N=25
(人)

ほとんどの方が初期の受診
(受診前に妊娠検査薬使用)

27

・下すことは考えなかった、
心拍見たら無理でしょ
・エコー見て、産むって思った
・前に中絶したから今回は産もうって思った
・元々子どもが好き
・自分に子どもができたことが嬉しかった
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図21



パートナーとの関係

夫が定職につかないことで、職を転々と
している状況が不安。

高校のときは暴走族でバイクを乗り回し
ていたが、現在は働いている。

相手は入籍も希望しているが、あっちの
親が難儀だからするつもりはない。

今年の4月に転職。しかし、帰りも遅く、
体重も減っていて疲れている。

仕事はしているけど、賭け事が多くてお
金がたまらない。

借金もあり夜の仕事で家に居ても寝てる
ことが多く、家族としての役割はなかっ
た。最終的にだらしなさもあり別れた。

パートナーの母親に「あなたから生まれ
る子は不幸せ、産まない方が良い」と言
われたりしていた。

旦那が働かなくなってから、自分が昼と
夜の掛け持ちした。夜は旦那が子どもみ
てた。旦那は仕事にいかない日が増えて、
それがきっかけで離婚しようと思った。

束縛がひどく、友達にも会えない、どこ
に行くにも許可が必要で大変だった。
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困ったこと・悩んだこと

10代

20代
前半

24歳
以降
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生まれてから１年過ぎて育児放棄した。保育
園の保護者に高校生なのにってめっちゃ言わ
れてて、何もかも嫌になって１か月くらい家
出した。子どもの事が気になって家に帰っ
たらママって呼ばれなくて、名前で呼ばれ
た。それがショックでしっかりしようって
思った。

�ç�Š�’�•�o �§�	�·�ï�»�”�æ�l�h�Z�r�z
�‰�å�E�U�M�s�X�o�‰	ú�•�q�T�l�h �{ �>
�‡�c�X�o ���� ü�p�<�l�h�{

�-����w
Œ
\�q�w�����p�ð�œ�p�M�h�{
�Õ	•�U�(•�p�·�V�O�M�‹���X�z	ï�Ä�‹
�”�U	��•�s�M� �p�{�-����w
Œ
\�t�z
�¦�æ�”�Ò�	�›�µ�Ó�”�ï�p�¿�‡�d�h�’�•
�q�T�m�Õ	ï�t�í�`�h�’�•�q�T	í�‘�t�˜
�•�h�{�×ü�U�@�<�i�T�’�?�t�l�o�‹�M
�M�l�o�¥�l�o�”�{
� ��o�x�®�R�—�¹�p�V�”�¯�p�‹�s�M�T
�’�ä�`�T�l�h �{�$�Á�l�o�‹�p�V�s�M�T
�’� �r�‹�t�k�`�X�p�h�l�o�M�h�{

�\�œ�s	Ý�6 �	�¤���z� ��o�¤ �
�p�‹ �‡�V
�•�b�M�“�Ä�›�s�b�w�U�G�! �{

�Û	÷�¤�z�î�H �t�<�“�h�X�s�X�o �t�¹�w
�H�t'�‡�l�o�M�h�{

����



学校の反応

10代

20代
前半

24歳
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行政へのイメージと関係性
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こんなサポートがほしい
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居場所利用者の声
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ヒアリング結果のまとめ
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支援者・想定支援者アンケート報告

36

対象者と実施方法
調査期間：2024年8月12日～10月10日
対象者：若年妊産婦支援に興味・関心がある方
実施方法：Webアンケート
配布数：約140部(41市町村母子保健、貧困対策関係、
教育関係、看護、助産、医療等)
回答数：234件



アンケート回答者の属性
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学校・教育関係

市町村職員(保健師)

養護教諭

助産師・看護師

居場所関係(助産師・保育士・社会福祉士含む)

相談業務(医療・福祉等)

市町村保健師以外の行政職員

保育士/ベビーシッター

その他
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北部(周辺離島)
8%

中部
43%

那覇・南部
38%

離島
8%
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アンケート回答者の属性

1年未満
14%

1~3年未満
23%

3~10年未満
24%

10年以上
39%

現職何年目 N=234

図24
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10年以上が最多。
現職の勤続年数が
複数年の方が8割以上。

24歳以下
2%

25～34歳
18%

35～44歳
29%

45～54歳
34%

55～64歳
15%

65～74歳
2%

年齢 N=234

図25

女
91%

男
8% 答えたくない/答えない

1%

性別 N��234

図26



アンケート回答者の属性

正社員
57%

契約社員
14%

アルバイト（パー
トタイム）
11%

嘱託社員
6%

フリーランス
5%

短時間勤務正社員
2%

その他
4%
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39

している
24%

していない(副業・兼業が禁止、または多忙のため)
66%

していない(時間的な余裕は
あるがやっていない)

8%
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N=228 (人)



知っている
93%

聞いたことはあるが
詳しく知らない

5%

知らない
1%
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N=234

図30
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職種に関わらず、回答者の93％の方が
若年妊産婦という言葉を知っている。

はい いいえ

現在* 40% 59%
過去 44% 56%
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家族・親族でいて関わっている
1%

友人・知人・職場・仕事でい
て関わっている

24%

身近にいるが関わっていない
1%

身近にいない
69%

間接的に支援している 1%
�í�]
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家族・親族でいて関わっていた
4%

友人・知人・職場・仕事
でいて関わっていた

35%

身近にいたが関わっていない
5%

身近にいなかった
50%

�í�]

����

N=239

図32

現
在

過
去

回答者の6割は担当歴はないが、身近に当事者がいたことなどから関心があると考えられる。

表d
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とてもある
38%

ある
43%

少しある
19%
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知っておいた方がいいと思うから

現在仕事で関わっているから

現在直接の関わりはないが、知識として興味…

今後、支援に関わりたいと思っているから

現在仕事・プライベートで身近にいて気に…

現在プライベートで関わっているから
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興味があり、すでに
関わっている
25%

興味があり、機会があれば関わりたい
14%

興味があり、自身の条件(生活)が整えば関わりたい
10%

興味があり、部分的に関わりたい
12%

興味はあるが、まずは現状に
ついてもっと深く知りたい

37%

興味がない(関わりたくない)
2%

�§�		��q�`�o���˜�”�\�q�•�w�µ�¯ N=234

図37

�¦�ñ�›�‘!Ù�Å�cP��•�’ ������ �µ�Ñ�k�‰�g�®�o�a�¦�ñ�€�‹�z�‰P��²�®�v�‹�Ž�‡�g�‰�’�a�¡�}�’!À���µ�©��‚�g�‹�g�i�í�s�o
�K���b�|�s�ŽP��²��‚�g�‹�g�i�í�s�’��•�r�a�¦�ñ�€�Ž�•�®�-�Ž�Ð�–�‘�s�µ�p�¤�‰�g�®�v�‹�o�²�n�®�b

図36



支援者として関わる際に最も不安なことについては「関わり方・信頼関係の構築」が最多で、2位の回答の2倍多い。図22
とクロス分析をした結果、 「関わり方・信頼関係の構築」を選択している方は市町村保健師が群を抜いて多い結果となった。
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図39

図35で答えたもの以外で不安なことについては「知識の習得・アップデート」が最多で、次いで「自身の心への負担」であり、
コミュニケーションや知識面において不安を感じている方が多い結果となった。



最も会得した知識に関しては経済的支援に関する知識と心理的ケアに関する知識が圧倒的に多く、「支援する上で必要なこ
と」と相関がみられる。
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図40と図41を合わせると、「経済的支援」、「心理的ケア」、「居場所」に関する知識の順で回答数が多かった。

図40
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調査報告まとめ
�p�Ä	��ž�ï��”�Ä�~�Î�ž�æ�ï�¬�Ð�*

! 妊娠前から家や学校に居心地の悪さを感じている方が多い。
! 就学や就労と子育ての両立に悩み、パートナーの状況によっても経済的側面に大き
な違いがある。また、子の成長とともに就労や資格取得に意欲がみられる発言も聞
かれた。

! 大人の言葉や態度に傷付き、産後1年を過ぎて育児を投げ出すこともあったが、そ
の時の自分を後悔している。

! 子どもについては、可愛いとの発言が多く、愛着もみられる。
! 家族とは違った居場所を求める声がある。
! 行政については第一印象が重要で、一度不快な思いをすると、行政全体に「嫌」と
いう印象がついてしまう。


Ý���§�		��~�§�		��Ð�*

! 学びたいこととしては専門外である経済的支援に関する知識が最も多く、当事者の
ニーズとも合致する。

! 支援に関心がある方は多いが、関わり方や信頼関係の構築に不安があり、まずは現
状について知りたいという意見が多く、学ぶ場の提供が必要。

! 当事者のニーズを把握し支援できる支援者を育成することが重要。
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